






























口問題審議会 1959: 21），1960年代後半には打って変わって「出生率の低下問題」（久留島 1969: 
67-70），1970年代には世界レベルでの「人口爆発」の議論によって再び「人口増加の抑制」（人口






















































































































































は，「弱肉強食」（岩倉 [1867] 1927: 294），「優存劣滅」（高橋 1884: 10），「国際的主要問題は干戈に














ージュが新聞上で連載されるようになる（鈴木 [1888] 1970; 桜田 1893; 松原 1893）。
　第２に，細民の問題とも微妙に重なりながらも，それとはまったく異なる問題のカテゴリーとし
て「労働者（職工）」をめぐる言説が1890年代後半あたりから登場してくる（横山源之助 [1899] 
1949; 農商務省商工局 [1903] 1998a, [1903] 1998b, [1903] 1998c; 内務省衛生局 [1921] 1970）。
　第３に，1918年の米騒動を契機として，それまでの細民や労働者とくくられ語られてきた問題
を内包しつつ，それらを新たに生活問題として再定義する「大衆（民衆）」の問題が登場する（内









　しかし，その人口過剰論を否定する形で，いくつかの対抗言説が出現する（高田 1927; 河上 



























































































則」の中に明確に位置付けられることになる。『人口と貧乏』では，生活水準を S として人口を B 
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